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例

1 本報告書は,高松市が平成17年度から国の補助を受けて実施した史跡高松城跡天守台石垣 (しせき
たかまつじょうあとてんしゅだいいしがき)の調査・保存整備工事に伴つて行つた玉藻廟 (たまもび
ょう)の解体・記録保存調査報告書である。

2 工事及び調査期間は次のとおりである。
記録保存 :平成18年8月 28日 ～12月 20日

玉藻廟解体工事 :平成18年8月 30日 ～11月 1日

玉藻廟関連施設解体工事 :平成19年9月 28日 ～平成20年 4月 30日

玉藻廟階段撤去工事 (上部):平成18年■月1日 ～平成19年3月 29日
玉藻廟階段撤去工事 (下部):平成19年 3月 13日 ～平成19年3月 30日

3 玉藻廟解体工事をはじめとする諸工事及び玉藻廟の記録保存の設計 。監理・監督については都市整
備部 (平成18年度までは都市開発部)公園緑地課雀野尚子が担当し,鳥居 。手水鉢・灯籠・狛犬の記
録は同課主査長築佳明が担当し,文化財に関する監督は教育部文化財課 (平成19年度までは文化部文
化振興課)文化財専門員大嶋和則が担当した。

4 本報告書は第3章を笹野尚子,第4～6章を側文化財建造物保存技術協会,それ以外は大嶋が執筆を行
い,編集は大嶋が行つた。

5 解体工事及び記録保存から整理作業,報告書執筆を実施するにあたつて,下記の関係諸機関から御
教示・御協力を得た。記して厚く謝意を表すものである。 (五十音順,敬称略)
香川県教育委員会,香川県立ミュージアム,側松平公益会,玉藻公園管理事務所,屋島神社

6 本調査に関連して,以下の業務を委託・工事発注により実施した。
玉藻廟記録保存………………………側文化財建造物保存技術協会

玉藻廟解体工事中中………………………脚熊組

玉藻廟関連施設解体工事………………四国産業仰 (平成19年度石垣解体工事に含む)

玉藻廟階段撤去工事 (上部)………四国産業爛 (平成18年度天守台発掘調査業務に含む)
玉藻廟階段撤去工事 (下部)………・四国産業い

7 挿図として,国土地理院発行1/25,000地形図「高松北部」を一部改変して使用した。

8 本報告の高度値はT.P.を規準とし,方
位は国土座標第Ⅳ系 (日 本測地系)の北
を示す。

9 調査で得られたすべての資料は高松市
教育委員会で保管・活用している。

10 高松城内の曲輪の名称については,城
内の縄張りの変化,各曲輪の使用方法の

変化,新規建物の築造により,時期的に
変化しており,一定していない。本報告
書では,事実誤認を避けることから,一
部古文書引用部分を除き,右略図の用語
で統一した。建物の名称については ,

『旧高松御城全図』 (香川県立ミュージ

アム蔵)に記載された名称を基本とする。

口
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第 1章 工事及び調査の経緯と経過

第 1節 工事及び調査に至る経緯
高松城跡は築城から420年が経過しており,史跡内各所の石垣にハラミ。ズレ・ヌケといつた現象が

見られる。平成15年度には鉄門の北側石垣の西面の石材が脱落し,石垣の傷みが崩壊寸前まで迫つてい

る箇所が多数存在する可能性が考えられた。このため,史跡指定地内の石垣の分布・保存状況・編年・

積み方・補修箇所・崩落等危険箇所等を調査するとともに,今後の石垣の保存整備に向けての基礎的判

断の拠り所となるべき整備指針を作成する必要があり,平成16年度に石垣の基礎調査を実施した。その

調査において史跡内の石垣のうち天守台石垣を構成する北
。東 。南面の危険度が最も高いことが判明し

た。特に東面の大きいハラミはその上部を歩くことができるほどであり,また南東隅角部のズレは石材

間の開きが30clllにも達しており,いつ崩れてもおかしくない状況と判断し,平成17年度から天守台石垣
の解体修理工事を行 うことになり,天守台上部に所在する玉藻廟についても平成18年度に解体すること

となつた。なお,玉藻廟は明治34。 35年に建築された神社で,築 100年以上経過した建物であるが,虫
害や風雨による破損が著しく移築保存が困難であることから,記録保存を行って,解体することとした。

また,天守台上部の玉藻廟が解体されたことを受け,本丸内に残存していた鳥居・手水舎・灯籠 。狛
犬といつた神社関連施設についても,平成19年度の天守台石垣解体工事に合わせて撤去することとした。

鸞埒
ヴ

∂

∂

第¬図 史跡高松城跡位置図
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第 2節 調査・工事の体制

高松市では,史跡高松城跡の整備を行うにあたり,都市整備部公園緑地課が工事の発注,施工時の上

木・建築監督を担当し,教育委員会教育部文化財課が発掘調査,施工時の文化財監督を担当している。
なお,平成16年 12月 に史跡高松城跡整備検討委員会を設置し,整備の検討を行つている。さらにその下
部組織として石垣に関することについては史跡高松城跡石垣検討委員会,建造物に関することについて

は史跡高松城跡建造物検討委員会を設置し,検討を行つている。これら委員会の助言を元に,公園緑地

課,文化財課,設計業者,施工業者による打合せ会議を行い,現場の方針を決定している。本工事につ

いてもこの体制で実施した。

文化庁・県教委

第 2図 史跡高松城跡整備事業組織図

表1 史跡高松城跡整備検討委員会名簿

方針の決定

石垣委員会 建造物委員会

氏  名 所   属 専門分野 備  考

委 員 長 渡邊 定夫 東京大学名誉教授 都市計画

副委員長 吉 田 重幸 元香川大学農学部教授 緑地環境学

委  員 牛川 喜幸 京都橘大学文学部教授 日本庭園史 ハウH20.1

委   員 尼崎 博正 京都造形芸術大学環境デザイン学科教授 日本庭園史 H20.1-

委  員 木原 淳幸 徳島文理大学文学部教授 日本史学

委   員 五味 盛重 団文化財建造物保存技術協会参与 古建築

委  員 西 和夫 神奈川大学工学部教授 建築史,意匠

表2 史跡高松城跡石垣検討委員会名簿
氏  名 所  属 専門分野 備  考

委 員 長 内田 九州男 愛媛大学法文学部教授 近世文化史 H20.5～ 委員長

委  員 五味 盛重 側文化財建造物保存技術協会参与 古建築 ～H20.5委員長

委  員 西田 一彦 関西大学名誉教授 地盤工学

表3 史跡高松城跡建造物検討委員会名簿
氏  名 所  属 専門分野 備  考

委 員 長 西 和夫 神奈川大学工学部教授 建築史,意匠

副委員長 谷 直樹 大阪市立大学大学院教授 建築史

委  員 波多野 純 日本工業大学工学部教授 都市史,建築設計

委   員 小沢 朝江 東海大学工学部教授 建築史

委  員 三浦 要一 高知女子大学生活科学部准教授 建築史
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第 3節 工事及び調査の経過

玉藻廟解体工事に先立ち,解体前の状況の調査が必要なことから,記録保存については平成 18年 8月
28日 に財団法人文化財建造物保存技術協会と契約を行い,外観・内部の実測・写真撮影から実施した。
一方,8月 30日 には株式会社熊組と解体工事の契約を締結した。記録保存については,特に内部の小屋
組等の調査は解体工事と並行して行わなければならないことから,9月 1日 に高松市は財団法人文化財建

造物保存技術協会及び株式会社熊組と解体方法・解体手順について協議を行つた。解体工事は9月 12日 か

ら開始したが,まず,玉藻廟の南側に所在する灯籠を撤去し,足場の組立を実施した。足場の組立後 ,
地上から観察することができなかった屋根の状況等の調査を実施した。調査を伴うことから,解体はほ
ぼ手作業で実施した。屋根が解体された10月 上旬に小屋組及び床下の調査を行い,現地での調査は終了
し,解体工事自体も11月 8日 に完了した。現地調査と並行して古文書・古写真等の調査を実施し,12月 20
日に記録保存を終了した。

なお,解体した部材の大半は虫害等により再利用できないことから廃棄したが,飾金具・彫物等一部
部材は収集し,保管している。

調査・工事口誌

H18。 9.28  調査開始。写真撮影・外観調査。 H18.H.8  玉藻廟解体完了。
H18,9,12  工事開始。玉藻廟前面の灯籠2基撤去。 H18。 12.18 玉藻廟階段撤去開始。
H18。 9,13  天守台東面足場組立。
H18.9.19  外観・                 H19・

1,11  玉藻廟階段上部撤去完了。
内部調査。 H19.3.26  玉藻廟階段下部撤去開始。

H18.9.21  周辺仮囲い。 H19.3.30  玉藻廟階段下部撤去完了。
H18.9,23  屋根銅版解体。 H19。 12.1  灯籠等撤去準備。
H18.9。 26  野地板解体。 H19。 12,6  ′尋居撤去開始。
H18.10.5  小屋組・床下調査。墨書等発見。 H19.12.8  ′鳥居撤去完了。
H18。 10,10   /1ヽ獲≧糸且角罪や様。 H19。 12.10 手水舎解体開始。
H18.10.18 桁・梁解体。 H19。 12.14 手水鉢解体開始。
H18.10.23 柱・壁解体① H19.12.15 玉藻廟関連施設解体完了。
H18.10.26 角年体吉防オ搬出。 H19。 12,18 玉藻廟関連施設場外搬出。
H18.10.30 床面モルタル撤去。

第 4節 整理作業の経過

記録保存については工期内に報告書として提出されたが,平成19年度工事分を含め,平成20年 5月 か
ら6月 において整理作業を実施した。概ね5月 に図面整理・ トレースを,6月 に報告書の執筆・編集を行
い,整理作業を完了した。
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第 2章 地理的・歴史的環境

第1節 地理的環境
高松城跡は,香川県の瀬戸内海側を占める讃岐平野の東側にあつて,東を屋島・立石山・雲附山,南
を日山 。上佐山,西を五色台山塊に遮られた東西9km,南北8kmの扇状地性の海岸平野である高松平野の

北端部に位置する。当地域を構成する地質は,基盤としての領家花開岩類 (深度-100～ -200m)と ,

その上位に層厚100m以上で分布する三豊層群および層厚約10mの段丘堆積物からなり,最上部の層厚
10～20mが沖積層である。また,侵食の容易な花蘭岩層 (三豊層群)が風化侵食に抵抗の強い安山岩層
に覆われていたことによつて侵食解析から取り残されて形成された台地状あるいは円錐状の小山塊が群

立している。前者の台地群はメサと呼ばれ,後者の円錐状の小さい単体の山々はビュー トと呼ばれ,讃
岐ののどかな田園風景の象徴の一つである。両者は共に瀬戸内火山岩類に属し,今から約1,400～ 1,100

万年前 (中期中新世)の火山活動の産物である。
現在の高松城跡周辺の地形環境は,近世城下町や周辺の陸地造成 (干拓)に よつて整えられたが,よ
り本源的には高松平野を流れる諸河川と,潮流による海浜地形の形成を出発点としている。大部分が讃

岐山脈に源をもつ香束川が運ぶ土砂の堆積によつて形成されたと考えられており,これまでの発掘調査

や微地形分析により分ヶ池,下池,長池,大池を結ぶ流路等,数本の主流路が確認されている。これら
主流路のうち東方の流路は弥生時代後期から古代にかけて次第に河川としての機能を喪失したのに対し,

石清尾山塊の東側の流路は近世初頭 (寛永期)まで主要な流路群として存在した。現在,高松平野中央
部に所在する石清尾山塊の西側を流れる香東川であるが,この流路は近世初頭に分流していた流路を一

本化したものである。なお,石清尾山塊東側の旧流路は石清尾山麓を巡つて西浜に至る流路群 (現在の

摺鉢谷川に並行)と石清尾山南麓から上福岡に至る流路群 (現在の御坊川に並行)に細別できるc高松
城跡は,こ の2本の流路群に狭まれた地域である。
高松城跡周辺は高松城及び城下の建設に始まる市街化により旧状を復元することは困難であるが,近
世城下の大手筋とほぼ一致する旧河道分岐点から高松城本丸にかけては周辺より高いことから,微高地
状を呈した比較的安定した土地の可能性がある。これまでの高松城周辺の調査では11世紀後半以降の遺

構・遺物が検出されており,既に中世前半には安定した地盤が面的に形成されていたことがうかがえる

(佐藤2003)。 なお,松平大膳家上屋敷跡において弥生時代終末期と考えられるピット群,8世紀末～
9世紀と考えられる溝が検出されており (小川ほか2004),標高の高い大手筋では,微高地の形成がさ
らに遡る可能性がある。

この微高地の海浜部には,現在の JR軌道とほば同位置 。同方向の砂堆がある。発掘成果を考慮する
と,こ の砂堆は現 。高松駅付近で最も海側に突出すると見られ,やや南に湾曲して東ノ丸北半へと連続
するようである。高松城跡東ノ丸 (渡部ほか1987)や浜ノ町遺跡 (乗松2004)の発掘では,この砂堆は

中世を通じて堆積が進んだことをうかがわせるデータが得られている。

第 2節 高松城築城以前の歴史的環境

先述したように,高松城跡周辺では,古代に遡る遺構はほとんど見られず,松平大膳家上屋敷跡にお
いて弥生時代終末期と8世紀末～9世紀と考えられる遺構がわずかに検出されているのみである。ただ

し,高松城跡周辺での発掘調査において弥生土器や須恵器等の出土量は決して少なくなく,大手筋付近
に遺跡が所在する可能性は否定できない。なお,古代では平安期の『和名抄』に見られる香川郡12郷の
一つである笑原郷に属していたと考えられる。

中世の状況については,文献史料から読み取れる。築城直前の高松については,『南海通記』巻十の

記述が有名である。西側と東側に海が湾入しており,その間の砂州 (陸地)が海に向かつて突き出す様
子が,あたかも一筋の矢のようであり,そのため「箆原」郷と称され,郷内には,「西浜」「東浜」と
いう漁村があつたと記載されている。これらから,「箆原」郷が後の高松城下に相当することがうかが
えるが,「箆原」という郷名は『和名抄』や中世文書にもみえず,『南海通記』も他の巻では「野原」
郷と呼称している。したがつて,地域の呼称としては「野原」郷が一般的であつたと考えられる。野原
郷では,応徳3年 (1086),自 河天皇の退位に伴い,郷内の勅旨田が立券されて野原庄が成立し,後に

妙法院門跡領となっている。その庄域は康治2年 (H43)の大政官牒案 (『安楽寿院古文書』)に よる
と,東西南北ともに条里坪付けで記されており,東・西・北は野原郷内で,南は坂田郷に及ぶことが分
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かる。なお,『昭慶門院御領目録案』 (嘉元4年 11306)に は,野原郷が知行地として見えるため,郷
内全体が立庄されたのではないことが分かる。

野原郷・野原庄の状況についても,文献史料及び発掘調査から判明しつつある。まず,応永19年

(1412)に虚空蔵院の僧増範が願主となって勧進書写した『北野天満宮一切経』の奥書に野原の寺院と

して無量壽院・極楽寺・福成寺が見られることから,野原に寺院が多く所在していたことがうかがえる。

これらの寺院のうち,無量壽院が発掘調査によつて検出されている。「野原濱村元量壽院 天文 (以下欠

損)九 月 (以下欠損)」 と刻まれた瓦が高松城西ノ丸の下層から出土している (中西ほか2005)。 同
寺は『無量壽院随願寺記』等によると,天平11年 (739)イこ坂田郷室山の麓に建立された寺で,天文年

間 (1532～ 1555)に兵火にかかり野原郷人輪島に移転しており,高松城築城に際して,再度移転してい

る。「天文」と刻まれた瓦や同地の出土遺物が16世紀後半を主体とすることは寺記の記載と一致する。

なお,応永19年当時は寺記の記述からすると坂田郷内に所在しており,『安楽寿院古文書』に記載され
た坂田郷に及ぶ野原庄を裏付けるものである。

また,文安2年 (1445)の『兵庫北関入船納帳』に「野原」を船籍地としたものが見られる。港の位
置については,文献史料から読み取るのは難しいが,高松城跡 (西の丸町地区)では,中世前半の港湾

関連施設が検出されている (佐藤2003・ 松本2003b)。 搬入された土器も高比率で出土しており,他地

域との交易が活発であつたことがうかがえる。

さらに,これまでの周辺の発掘調査において港湾施設以外にも11世紀後半以降の遺構が検出されてい

る。浜ノ町遺跡では白磁四耳壺を埋納していた13世紀末～15世紀末の集落が検出され (乗松2004),東

ノ丸地区では16世紀後半以前の漁民の墓群が検出されている (渡部ほか1987)。 特に片原町遺跡 (小川

2002)においては屋敷地 (居館)を囲む15～ 16世紀のL字形の大溝が検出されている。野原に基盤を置
いた中世の領主層については,同時代の史料がほとんど存在しないが,『南海通記』に列記されている。

永正5年 (1508)の香西氏国山田郡三谷城記では,「土居構ノ小城持」として真部・楠川・雑賀,「董
セフ構ヘタル者」として唐人弾正 。片山玄蕃・仲備中 。岡本 (岡 田の誤りか ?)・ 藤井が挙げられてい

る。また元亀2年 (1571)の香西宗心備州見嶋陣記では,「城持ノ旗下」として藤井 。雑賀・岡田丹後
・真部,「其村持タル者」として楠川太郎左衛門,「香西城下名アル村主」として唐人弾正・片山志摩
・藤井太郎左衛門尉・仲飛騨守が挙げられる。

以上から,中世の高松城周辺は多くの寺院や多くの小領主を抱えることができるだけの経済的基盤を

有した港町「野原」と考えられ,地域の中心機能を果たしていた可能性は高い。

第 3節 高松城 の歴史的環境

高松城は,天正15年 (1587)に讃岐1国 17万3千石の領主に封ぜられた生駒親正によつて天正16年

(1588)に築城が開始された近世城郭である。なお,築城に際してそれまでの「野原」の地名を廃し,
山田郡高松郷の名前をとり「高松」と称し,それまでの高松を「古高松」と称するようになった。築城
に関する故事はほとんど伝えられておらず,わずかの史書が天正18年 (1590)の築城完成記事を載せる
のみで,詳細は不明である。『南海通記』によると,築城当初の縄張りは,藤堂高虎と黒田孝高が高松
に立寄り見分し,親正の質問に孝高は「要害の地である」と答えたことから城地に決定したとされてい

る。また,『讃羽綴遺録』によると,縄張りは黒田孝高または細川忠興によるともされている。本丸を

中心に右回りにニノ九・三ノ丸・桜ノ馬場 。西ノ丸の4つの曲輪を配し,さ らにその外側に外曲輪が巡

る,いわゆる「連郭式+梯郭式」の曲輪配置である。本丸とニノ丸を囲むのが内堀,三ノ丸と桜ノ馬場
。西ノ丸を囲むのが中堀,その外側で武家屋敷の建ち並ぶ外曲輪全体を囲むものが外堀である。やや時

代が下るが,17世紀中葉に描かれたとされる『高松城下図屏風』によると,城下の南端として表現され
た寺町の外側 (南側)に東西方向の堀状の水路が描かれている。これは,ほぼ同時期成立とみられる

『讃岐高松丸亀両図 高松城下図』でも描写されており,19世紀前半の絵図でも確認でき,城下東辺を

画する仙場川に繋がつている。『高松城下図屏風』をより仔細に観察すると,堀状の水路は北半が埋め
立てられて馬場 (古馬場)と なつており,17世紀中葉には既に本来の形態から改変された状況であつた

ことがうかがえる。つまり,本来の水路幅は外堀に匹敵する規模であつたことが推測でき, しかも水
路北側 (城からみて内側)に寺町が展開すること,ま た大手筋の町名が水路より北側で「丸亀町」,南
側で「南新町」となることが指摘できることから,こ の「水路」は城下を囲続した総構えの名残である

可能性が高い。さらに,南西に据わる石清尾山塊を防御に利用し,城下の西側郊外を流れる香東川には

橋を架けないなどあらゆる配慮がなされていた。
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生駒期の城郭の変遷は不明な点が多いが,寛永4年 (1627)の『讃岐伊豫土佐阿波探索書』によると,

城郭の破損状況や修復が行われていない様子が記述されており,『生駒家文書』によると寛永13年

(1636)に 石垣や船入を元のように修築することが許可されている他は改修の記録は無い。このことか

ら生駒期を通じて大幅な改変はなされていないと考えられる。

生駒親正は豊臣政権下では,中村一氏・堀尾可晴とともに「三中老」として五大老・五奉行の間を調

整したとされるが,職制としての「三中老」の存在は疑問視されている (谷口2000)。 その後,関 ヶ原
の戦いで親正が西軍に属したが,子の一正が東軍に属したことから,讃岐1国は一正に与えられること

となつた。一正の後,正俊,高俊と4代続くが,家臣同士の争いから生じたお家騒動 (生駒騒動)に よ

り,寛永17年 (1640)に出羽国矢島1万石に転封された。
生駒家の後,一時的に讃岐1国は伊予3藩により分治され,高松城は大沙H藩加藤泰興に預けられるが,

寛永19年 (1642),徳)|1御三家の水戸藩主徳川頼房の長子松平頼重が東讃岐12万石の領主となつた。水

戸家を継いだ徳川光囲は頼重の子綱條を水戸家の後継とし,実子頼常を高松藩の2代藩主としている。
その後も高松藩と水戸藩の間では養子縁組による相続が行われている。他の御三家の分家は3万石余が

最高であることや,江戸城における高松藩主の詰所が溜間となるよう格式が設定されたことから,高松

藩が重要視されていたことがうかがえる。このことは,頼重が讃岐入部の際に幕府より中・四国の監察
の密命を受けたとされる『増補高松藩記』の記述に通じるものがある。

頼重は,正保3年 (1646)以降,石垣の修築を順次行い,寛文10年 (1670)にはそれまでの3重4階で

あつた天守を3重5階 (3重 4階 +地下1階)に改築した。『小神野夜話』等によると,姫路城天守を模倣
しようとしたが断念し,小倉城天守を模倣したとしており,現存する天守の写真や絵図から,南蛮造り

(唐造り)であることがうかがえる。また,天守1階平面が天守台から張り出していることも特徴の一

つである。さらに頼重と2代藩主頼常は,寛文11年 (1671)か ら延宝5年 (1677)に北ノ丸 (新曲輪)。

東ノ丸の造営を行い,月 見櫓や艮櫓を建築した。北ノ丸は,三ノ丸北東部を拡張し,石垣で三ノ丸と分

離させることで造営された。また東ノ丸は,旧 「いほのたな町」 (魚棚町)東辺に堀を掘削して造営さ

れた。これに伴い,桜ノ馬場南面に所在した大手の木橋が撤去され,新たに桜ノ馬場東面に造営された

太鼓門が大手門としての機能を担うようになつた。そして新曲輪の造営後,三ノ丸に御殿 (披雲閣)が

造営される。披雲閣の造営により,それまでの御殿 (本丸→本丸・三ノ丸)と 対面所 (桜ノ馬場)に分

掌されていた政庁機能が一本化された。同時に,それまで西ノ丸には,生駒期に生駒隼人,松平期には

肥田和泉といつた大身の家臣ないし身内の屋敷があつたが,これら屋敷地も外曲輪へ移動し,内由輪と

外曲輪との機能分化が明確化しており,縄張りにも藩主権力の確立過程が示されていると言える。
その後,宝永及び安政の南海地震や,落雷,火事,そ して海城ゆえの高潮被害等の災害記録が見え,
また,石垣修理や堀浚え等の許可の記録は見られるが,大幅な縄張りの改変もなく,松平氏の治世は明

治維新まで続くことになる。

また,近年,外曲輪において多くの発掘調査が行われ,絵図や文献との整合が確認されている。内曲

輪の旧大手前面に所在した藩主連枝松平大膳家屋敷跡では『高松市街古図』に描かれた位置で門を検出

した他,同家の家紋をあしらった理兵衛焼や瓦が出上している (大鳴2002・ 小川2004)。 同様の事例は,

西の丸町地区の発掘調査において,『高松城下図屏風』に描かれた鍵型の道路が検出され,生駒期には

上坂勘解由,松平期には大λ保家の屋敷地であり,そのことを示す木簡や家紋瓦が出土している (佐藤
2003)。 また,外曲輪南辺では『高松城下屋敷割図』に「井戸址」という標記が見え,同位置で生駒家
の家紋が刻印された石材を使用した大型井戸が検出されている (小川2006)。

一方,城下については,『高松城下図屏風』によると,早くも17世紀前半～中葉 (寛永～明暦期)に
は総構えラインを超えて城下が拡大している様子が描かれている。18世紀代には,南に延伸された大手

筋と,西浜村方面の丸亀街道沿いを中心に町屋が広がり,南端は石清尾山人幡門前 (旅籠町・岩清尾馬

場町),西端は摺鉢谷川 (西浜町)にまで達するようになる。また,これらの町家に挟まれるように,
城下南西側に武家屋敷が広がるようになる。さらに拡大した城下の南辺に,新たな寺町が形成されてい

る。その結果,東は仙場川,南は旅籠町から仙場川に架る高橋に延びる三十郎土手と呼ばれた堤と水路 ,

西は摺鉢谷川より内側が一部に田畑を含むものの新たな城下の範囲となった。頼重入部後の慶安
。明暦

期には,多くの町触が出されており,この時期に町方支配のための都市法が整備されたものとみられる。

城下では紺屋町遺跡において発掘調査が行われているのみで,詳細は不明である。紺屋町遺跡は絵図に

よると江戸時代には紺屋町と鍛冶屋町があつた場所に比定され,鍛冶屋町に相当する場所からふいご羽
口や鉄滓が出上している (末光2003)。 なお,城下町の支配機能としては,町奉行 (当初1名で後2名 )

-9-



と町与力が置かれていた。本行所は絵図では高松城の南東隅に位置し,発掘調査でも奉行所の堀跡と考
えられる遺構が検出されている (小川2005)。

第 4節 廃城後の歴史的環境

慶応4年 (1868),朝廷は高松藩を朝敵として征討することを命じた。これに対して高松藩は,城下
に陣を構えた土佐藩を中心とした官軍に開城した。維新後も内曲輪の管理は高松藩が行つていたが,『公
文録』等によると,明治3年 (1870)に建物の老朽化および修繕管理費用が多額に及ぶことを理由に政
府 (弁官)に廃城願を出し,許可されている。明治4年 (1871),藩は領民に城内の見物をさせ,藩庁
を内町の松平操邸に移して準備を行つていたが,大阪鎮台第2分営が置かれることが決定し,建物の破
局が中止され,兵部省 (のち陸軍省)の管理となつた。その後,鎮台の配置を改め,明治6年 (1873)
に丸亀に広島鎮台の営所が置かれることとなり,明治7年 (1874)丸亀営所の新築により,高松営所が

閉じられることとなった。その後も陸軍省の管理下にあり,城郭建物は老朽化を理由にそのほとんどが

政り壊され,明治17年 (1884)に は天守も取り壊しとなった。その後,内曲輪は明治23年 (1890)に 松
平家に払下げとなった。『建物梯下登記願』によると太鼓門

。桜御門 (及び多聞)・ 鳥櫓 (及び多聞)
・武櫓 (及び鉄門・黒櫓)・ 集櫓 。文櫓 。多聞・月見櫓 (及び多聞)・ 鹿櫓 (及び多聞)・ 艮櫓が残存

していたが,明治35年 (1902)の 第8回関西府県聯合共進会の会場となった際の高松城の絵図『共進会
場平面図』では,建物のほとんどが無くなつていることがうかがえる。同年には天守台に藩主頼重を祀
る玉藻廟が,大正6年 (1917)には三ノ丸に松平家の別邸として披雲閣が各々建築され,内苑が整備さ
れている。

外曲輪の変貌はさらに激しく,外堀が早くから埋められ城下と一体となった。さらに,明治19年
(1886)に尋常小学校,明治23年 (1890)に 裁判所,明治24年 (1891)に郵便局,明治28年 (1895)に
県庁等公共施設が建築された。明治30～ 33年 (1897～ 1900)に は外堀の北西端の堀川港を埋め,高松築
港工事が行われ,明治34～37年 (1901～ 1904)及び大正10年～昭和3年 (1922～ 1928)には拡張工事が

行われ,城の北側海域が埋め立てられ,海城としての景観が失われることとなった。明治末～昭和初期
にかけては,西ノ丸および内堀の一部が市に譲渡され,その一部に皇太子殿下 (昭和天皇)御成婚記念
道路 (現在の中央道路の根幹)が建設された。
昭和20年 (1945)の 高松空襲では,桜御門が焼失し,市街地の大部分が空襲に遭い,松平家の文庫や
藩政期の文書・記録を引継ぎ保管していた香川県庁も焼失した。高松城内の残存建物のうち月見櫓 (含

続櫓)・ 水手御門・渡櫓・艮櫓が昭和22年 (1947)に 国宝 (現在の重要文化財)の指定を受けた。この

後,東ノ丸は運輸省や裁判所の所有地となつたが,昭和29年 (1954)に本丸 。ニノ丸・三ノ丸・北ノ丸
・桜ノ馬場及び残存する堀が高松市の所有となり,昭和30年に国史跡に指定された。昭和32年 (1957)
には月見櫓・水手御門・渡櫓の修理が行われた。しかし,艮櫓が所在する東ノ丸北部は日本国有鉄道の

所有地で,史跡指定地外となっており,そ の修理及び修理後の管理が出来ないことから,昭和42年
(1967)に史跡指定地内の太鼓櫓台に移築復元された。その後,東ノ丸が県有地になり,昭和59年
(1984)には艮櫓台を含む東ノ丸北辺の石垣が史跡の追力日指定を受け,現在に至っている。
外曲輪や城下については,戦後の復興で大きく変貌したが,現在も地割りや町名に名残が見られる。

第 5節 玉藻廟の歴史的 rn―境

玉藻廟は,高松松平家第11代当主松平頼聰が松平家鎮守の廟として高松藩祖松平頼重候を祀った御廟
で,明治34年 (1901)4月 に起工,翌 35年 (1902)3月 に完成した。建築の経緯については,第 5章で詳し
く述べるが,御廟は讃岐東照官屋島神社に倣つて建築され,御神体は松平家菩提寺の仏生山法然寺般若
台より理兵衛焼の松平頼重像を遷座したものである。

12代当主頼壽は明治42年 (1909)に頼聰を合祀し,代々の御霊を祭神とした。寛永19年 (1642)5月
28日 に松平頼重が高松に入部したことにちなんで,5月 28日 を大祭日として祭典を執り行つている。特

に,昭和16年 (1639)5月 28日 には松平頼重入都300年 を記念して大祭を執り行っている。
昭和19年 (1944)夏 ,第 2次世界大戦の戦火が及ぶことを懸念して,御神体を屋島神社に遷座してお
り,その後玉藻廟は空家状態であり,戦後荒廃していたと言われている。昭和29年 (1954)に 高松城が

高松市の所有になったが,玉藻廟及び関連諸施設は松平公益会が管理することとなった。その後,昭和
31年 (1956)に財団法人松平公益会敷地内に新玉藻廟が建築され,屋島神社より御神体を再遷座するこ
とになり,玉藻廟及び関連諸施設を高松市に寄贈されている。
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表4高松城略年表
西暦 和 暦 主な出来事

天正 16 生駒親正が野原の海浜で高松城築城に着手

寛永4 幕府隠密が讃岐を探索し高松城の様子について報告

寛永13 石垣の修築を許される

寛永 17 生駒藩騒動の処分として,生駒高俊を出羽国矢島 1万石に転封

1642 寛永 19 松平頼重,常陸下館から讃岐高松12万石へ転封を命じられる

正保3 ニノ丸 (=西ノ丸・桜の馬場)・ 三ノ丸の石垣修築を許される

寛文2 落雷で高松城本丸 (=ニノ丸)北西隅の矢倉焼失,多聞56間類焼,黒金門東北隅の矢倉のそばで鎮火する

1670 寛文10 天守修築完成

延宝4 北ノ丸矢倉 (二月見櫓)の上棟をする

延宝5 艮矢倉が完成

宝永4 宝永南海地震で天守・多聞の屋根壁破損,石垣・塀崩壊,格崩壊 石垣の修築許される

1729 享保 14 乾櫓 (=簾櫓 ?)に落雷

安政 1 安政南海地震で天守屋根壁破損,本丸一重櫓破損,石垣・塀破損,城内建物大破

1868 慶応4 官軍に開城

明治17 高松城天守解体

大正6 抜雲閣が完成

1954 日召不日29 高松市の所有となる

日召下日30 史跡指定を受け,高松市立玉藻公園として開放

第 5図 高松城跡および周辺部発掘調査箇所位置図
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表5 高松城跡周辺発掘調査履歴 (～ 2008.5.31)
遺 跡 名 調査期間 面 積 調査原因 調査機関

1 東ノ丸跡 1985.4 15ハΨ1986.5 31 6,047コド 県民ホール建設 県教委

2 紺屋町遺跡 1985。 10.16-1986.1.7 ２
ｍ 市立美術館建設 市教委

3 水手御門 1990 5 14-1990.6 5 2,000r正 公園整備 市教委

県民小ホール地区 1995 2,7-1995 3 31 1,000rr 県民小ホール建設 県教委

5 県立歴史博物館地区 1995,4 1-1996 3.31 5,000rr 県立歴史博物館建設 県埋文

6 西の丸町地区Ⅱ 1995 12 1-1997 3.31 4,539rr サンポー ト高松総合整備事業 県埋文

7 西の丸町地区Ⅲ 1997 6.1-2000.12.31 10,0521置 サンポート高松総合整備事業 県埋文

作事丸 1997.11.20-1997 12 25 ２
ｍ 事務所建設 市教委

西内町 1997.7.10 ２
ｍ PTA会館建設 市教委

地久櫓 1997.12 3 ２
ｍ 史跡整備 市教委

ll 高松北署地区 1998 3 1-1998.6.30 と,000rゞ 高松北警察署建設 県埋文

内町 1998 4 16 65∬ 店舗建設 市教委

三の丸 1998,7.8-1998.8 11 14∬ 史跡整備 市教委

西の丸町地区 I 1999.4.1-2000.12.22 390r置 サンポート高松総合整備事業 県埋文

地久櫓台 1999.10.25-2004 3.23 ２
ｍ 史跡整備 市教委

浜ノ町遺跡 2000.2 15-2002.3.31 4,992rf サンポート高松総合整備事業 県埋文

17 片原町遺跡 2000 6 15-2005 6 22 120∬ ビル建設 市教委

丸の内地区 2001 4.1-2001 9.30 488rド 家庭裁判所建設 県埋文

松平大膳家中屋敷跡 2002 2.1-2002.3.25 99コ正 弁護士会館建設 市教委

松平大膳家上屋敷跡 2002 4.15-2002 9.1 970雷 ビル建設 市教委

三の丸,竜櫓台北側 2002.10 7-2002.10.10 ２
ｍ 公園整備 市教委

西の丸町D地区 2002.10 10-2002 10 30 131雷 サンポート高松総合整備事業 県教委

丸の内 2002.11 28-2002.11 29 ２
ｍ ビル建設 市教委

無量壽院跡 2002 11 28-2003.3 14 490rr 都市計画道路高松駅南線建設 市教委

中掘,北浜町 2003.5,13 14∬ 共同住宅建設 市教委

丸の内,都市計画道路高松海岸線街路事業 2003.6.11 23ピ 都市計画道路高松海岸線建設 市教委

丸の内,再生水管布設工事 2003.8.18-2003.9 22 296rド 再生水管布設 市教委

丸の内,個人住宅建設 2003.8 25-2003.8.26 22だ 個人住宅建設 市教委

二の丸,玉藻公園西門料金所整備工事 2003 8 26-2003 9 4 10だ 公園整備 市教委

外堀,西内町,共同住宅建設 2003.10 8-2003 10 9 30rr 共同住宅建設 市教委

丸の内,共同住宅 2003.11.12-2003.11 19 ２
ｍ 共同住宅建設 市教委

東町奉行所跡 2003 12.8-2004 3 15 511∬ 共同住宅建設 市教委

西の丸町 2004 7 13-2004 7.19 ２ｍ ビル建設 市教委

丸の内 2004 7.21 ２
ｍ ビル建設 市教委

丸の内 2004.11.9 ２
ｍ 個人住宅建設 市教委

鉄 P弓 2005。 1.24-2005,8.19 ２
ｍ 史跡整備 市教委

厩跡 2005.2 21-2005.5,12 511ピ 立体駐車場建設 市教委

外堀,兵庫町 2005 5。 11-2005 5。 12 320r置 ビル建設 市教委

寿町二丁 目地区 2006.1,12-2006.3 28 550∬ ビル建設 市教委

天守台 2006.11 1-2008 3.31 1,530ピ 史跡整備 市教委

江戸長屋跡 I 2007 6 18-2007.7 31 84コ置 都市計画道路高松海岸線建設 市教委

江戸長屋跡 Ⅱ 2008.4.1-2008.4 30 ２ｍ 都市計画道路高松海岸線建設 市教委

*試掘調査後本調査を実施したものは本調査のみ記載 (試掘調査後本調査着手前のものを含む)
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第 3章 工事の概要

第1節 玉藻廟記録保存

史跡高松城跡玉藻廟記録保存業務委託

高松市玉藻町

財団法人文化財建造物保存技術協会

平成18年8月 28日 ～平成18年 12月 20日

委託契約  平成 18年8月
現地調査  平成 18年9月 ～10月
報告書作成 平成 18年 11月 ～12月

写真4 屋根調査状況               写真5 相

第 2節 玉藻廟解体工事

工事概要

工 事 名 史跡高松城跡玉藻廟解体工事
工 事 場 所 高松市玉藻町地内
請 負 者 株式会社熊組
工   期 平成18年 8月 30日 ～平成 18年 H月 10日
工 事 規 模 玉藻廟解体延べ面積86.3だ ,附帯施設解体1式
工 事 工 程 工事請負契約 平成 18年8月

附帯工

足場工

解体工

平成18年 9月

平成18年 9月 ～10月

平成18年 10月 ～11月

写真1 解体前階段調査

写真2 解体前側面調査 写真3 解体前拝殿調査

拝殿小屋組み調査写真4 屋根調査状況
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表6 解体工事施工実績表

東側灯籠撤去状況

l rlllll l■lr■ li● |||

写真11 本殿小屋組み状況

14-

工 種 種 別 糸田  男ll 規 格 単位 実施数量

直接仮設工 足場工
足場工 単管足場 式 1

昇降用足場 H=13.6m ヶ所 1

とりこわし工 とりこわし工

屋根仕上材撤去 銅版 m 173

建物解体 木造 m 86.3

基礎解体 m 86.3

土間コンクリー ト撤去 m 256

木柵撤去 m 73.0

附帯工 灯籠撤去 灯籠撤去 対 1

写真6 西側灯籠撤去状況 写真7

写真8 野地板解体状況① 写真9 野地板解体状況②

写真10 本殿屋根解体状況



写真12 拝殿小屋組み 写真13 小屋組み解体完了

写真14 本殿床下状況 写真15 拝殿床下状況

写真16 拝殿床解体状況 写真17 廃材積み込み状況

写真18 廃材搬出状況



写真20 床面モルタル撤去状況 写真21 解体完了状況

第 3節 玉藻廟 関連施設撤去工事

工事概要

工 事 名 史跡高松城跡天守台石垣解体工事
工 事 場 所 高松市玉藻町地内
請 負 者 四国産業株式会社
工   期 平成 19年9月 28日 ～平成20年4月 30日
工 事 規 模 本丸跡に所在した玉藻廟の附属施設の撤去を行つた。

手水舎解体延べ面積 19,2だ ,狛犬1対,灯籠3対,神明鳥居1基
工 事 工 程 工事請負契約 平成19年9月

解体工 平成19年 12月

写真22 手水舎解体状況① 写真23 手水舎解体状況②

写真24 手水舎解体状況③ 写真25 手水舎解体状況④
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写真26 手水舎解体状況⑤ 写真27 手水舎解体状況⑥

写真28 鳥居撤去状況               写真29 灯籠撤|

第 4節 玉藻廟階段撤去工事

①史跡高松城跡天守台発掘調査業務委託

業務概要

履 行 場 所 高松市玉藻町地内
受 託 者 四国産業株式会社
履 行 期 間 平成 18年■月1日 ～平成19年 3月 29日
業 務 規 模 天守台発掘調査に伴い,階段の上部の撤去を行った。

撤去面積 54.54ポ
エ 事 工 程 委託契約 平成18年 11月

階段撤去 平成18年 12月 ～平成19年 1月

②史跡高松城跡天守台階段撤去工事

工事概要

工 事 場 所 高松市玉藻町地内
請 負 者 四国産業株式会社
工   期 平成19年 3月 13日 ～平成19年 3月 30日
工 事 規 模 玉藻廟の階段の下部の撤去を行つた。

撤去面積 22.26だ
工 事 工 程 工事請負契約 平成19年 3月

階段撤去   平成19年 3月

写真29 灯籠撤去状況
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第 4章 調査の概要

第 1節 建造物の名称。所在地
名  称   史跡高松城跡 旧玉藻廟
所 在 地   香)|1県高松市玉藻町2番 1号

第 2節 建造物の概要

① 構造及び形式 (解体前)
a 概要
社殿は権現造 (本殿・幣殿・拝殿よりなる),南に面して建つ。
【拝 殿】桁行3間 ,梁間2間 ,一重,入母屋造,正面千鳥破風付,向拝1問 (向唐破風付),銅板葺。
【幣 殿】桁行1間 ,梁聞2間 ,一重,両下造,鋼板葺。
【本 殿】桁行3間,梁間2間 ,前室付き,一重,入母屋造,銅板葺。

b 平面
【拝 殿】桁行3間,梁間2間 ,背面中央間にて幣殿と接続する。四周に縁を廻らし (背面中央間を除

く),正面のみに高欄を設ける (後設)。 正面中央間の縁から向拝柱間に木階 (5級),
登り高欄を設ける。

【幣 殿】桁行1間 ,梁間2間 ,本殿との境に縁,高欄を廻らし,木階 (3級),登 り高欄を設けて本
殿と接続する。拝殿との境には木階 (1級)を設ける。

【本 殿】桁行3間 (背面2間),梁間2間 ,四周に縁を廻らし,両側面に高欄,両側の背面側に脇障
子を設ける。

c 基礎
【拝 殿】身舎廻りは (背面中央間を除く)礎石 (花南岩延石)を並べ,礎石上に土台を置く。縁束

は礎石 (花南岩切石)建ち,向拝柱は石製礎盤上に建つ。
【幣 殿】両側面は,礎石 (花南岩延石)を並べ,礎石上に土台を置く。
【本 殿】縁束・側柱間に亀腹を設け,縁下及び亀腹はコンクリー ト叩きとし,雨落葛石を廻らす。

身舎廻りは礎石 (花南岩延石)を並べ,礎石上には土台を置く。縁束は礎石 (花南岩切石)
上に建つ。

d  軸吉[

【拝 殿】柱は,正面中央間のみ丸柱で,その他は角柱で土台建ち。背面中央間を除いて腰貫,内法
貫,切 目長押 (外周のみ),内法長押を廻らし,頂部を頭貢,台輪で繋ぐ。向拝柱は几帳
面取り角柱で,礎石・石製礎盤上に建つ。向拝柱頂部は虹梁で繋ぐ。

【幣 殿】柱は角柱 (面取り)で土台建ち。両側面に腰貫,内法貫,内法長押を廻らし,頂部を頭貢,
台輪で繋ぐ。

【本 殿】柱は丸柱で土台建ち。四周に腰貫,内法貢,切 目長押,内法長押を廻らし,頂部を頭貫,
台輪で繋ぐ。

e 斗棋
【拝 殿】柱頂部に平三斗組を置く,正面中央間のみ中備に平三斗を置く。斗棋は実肘木にて丸桁を

受ける。向拝組物は,向拝柱上に大斗を置いて連三斗とし,内側は出三斗として,二組の
組物を繋いだ構えとなる。出三斗上の実肘木にて菖蒲桁を受ける。丸桁は平斗上の実肘木

にて受ける。虹梁間には墓股 (二つ持ち合わせ亀甲の家紋か)を置く。
【幣 殿】柱頂部に平三斗組を置き,実肘木にて丸桁を受ける。
【本 殿】両側面と背面の柱頂部に二手先斗棋を置く。一段目通し肘木上の中備に巻斗を置いて二段

目の通し肘木を受け,二手先日の実肘木にて丸桁を受ける。組物間には琵琶板が入る。正
面の柱頂部ならびに中備には出三斗を置き,一手先目の巻斗にて幣殿の天丼桁を受ける。
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f 軒廻り
【拝 殿】軒は二軒繁垂木。木負,茅負,布裏甲,軒付鋼板包。

向拝は唐破風を置き,唐破風中央には茨垂木8本を架け,菖蒲桁にて受ける。唐破風中央
に懸魚 (兎の毛通し)を付ける。唐破風両端には打越垂木,飛槍垂木の納まりとする。

【幣 殿】軒は二軒繁垂木。木負,茅負,布裏甲,軒付銅板包。
【本 殿】軒は三軒繁垂木。木負,茅負,布裏甲,軒付鋼板包。

g 小屋組
野垂木は等間隔に配し,野垂木は棟木ならびに母屋に釘打ちにて止める。小屋梁は梁問方向は二段
に掛け,下梁は拝殿中央棟束位置より本殿背面まで一本で通す。
棟木,母屋には全社殿とも野垂木,野地板を張る。幣殿の野棟木は本殿の棟束に柄差し込栓止めと
する。各野垂木上には束立ちで箱棟を受ける。

【拝 殿】桁上部の各柱間位置と梁間中央 (棟通り)に敷梁を縦横に架け,この上部の同位置に小屋      ‐

梁 (母屋束踏梁)と 中引梁 (棟束踏梁)を架けて,梁組を構成する。梁間中央の棟通りに

棟木を,棟両脇と桁通りに母屋束を配して母屋を架け,鼻母屋置く。母屋束は梁間,桁行
とも小屋貫で緊結され,筋違で補強していた。

【幣 殿】梁間中央に梁を架け,両側の桁に小屋梁を片持梁とし軒側まで延ばして母屋束踏梁とする。
梁間中央に架かる梁の片持梁上に中引梁 (棟木束踏梁)を入れて棟束を立て,その両側に
一の母屋・二の母屋,更に片持梁先端に三の母屋束を立てて母屋を受ける。棟束,母屋東
間は筋違で繋ぐ。棟木,母屋の先端は本殿・拝殿の棟束ならびに母屋束に緊結する。

【本 殿】桁行方向に梁を架け渡し,先端は片持梁で木負位置まで延ばす。この梁の中央桁行に梁,
桁位置と片持梁先端は束立ちで,上部の梁 (母屋東踏梁)を受ける。棟通りには中引梁
(棟束踏梁)が入り,棟束が立つ。棟束両脇には一の母屋,二の母屋が棟束にのり,片持
梁先端が三の母屋で梁直上に置く。棟束・母屋束間は筋違で緊結する。

h 縁廻り
【拝 殿】四周に切目縁を廻らし,正面のみ高欄 (高欄親柱は擬宝珠付)を置き,向拝には登り高欄

を設け,木階段5級を備える。
【幣 殿】内部背面側の本殿との接続箇所に切目縁を設け,高欄 (高欄親柱は擬宝珠付)を置く,そ

の中央には本殿に至る登り高欄,木階3級 (現状木階の下に5級の木階が残る)を備える。

【本 殿】四周に切目縁を廻らすが,高欄は両側面と正面の外縁上 (半間)に設け,正面の縁は幣殿
の中央間まで張り出し,木階 (3級)登 り高欄が付く。切目縁正面両側の各隅のみ擬宝珠
親柱を納める。背面柱筋の両縁上には脇障子をそれぞれ置き,笠木,竹の節付きとする。

i 妻飾り
【拝 殿】妻飾は,虹梁大瓶束の納まりとなる。

前包上,指母屋位置に平三斗組 (大斗,枠肘木,巻斗,実肘木)。 斗組上に指母屋を入れ,
指母屋間に虹梁 (鯖尻り,眉決り付)を渡す。虹梁中央に大瓶束,上部の大斗肘木で指棟
木を受け,指母屋,指棟木で破風板を受ける。破風板拝部に蕪懸魚 (鰭付)。
千鳥破風 (正面,向拝上部)。
虹梁大瓶束式で,両妻と同形式であるが,指母屋位置の斗組は大斗肘木形式となる。

【幣 殿】なし。
【本 殿】妻飾は,虹梁大瓶束の納まりとなる。各納まりは拝殿と同様。

j 屋根
拝殿入母屋造,幣殿両下造,本殿入母屋造の権現造の形式をとる。野垂木上に野地小舞を釘打ちし,
土居葺上にアスファルト防水シートを敷き,鋼板を葺く。
【拝 殿】入母屋造,正面中央に千鳥破風,向拝部に唐破風付。各面とも鋼板葺。棟は両妻問,千鳥

破風部,唐破風部ともに箱棟で鋼板包み。棟の両端及び端都は鬼板 (銅板包み)で納める。
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【幣 殿】一重両下造で,前方は拝殿,後方は本殿屋根上に接続する。両面とも鋼板葺とし,箱棟は
銅板包み。

【本 殿】一重入母屋造,平葺,棟 とも拝殿と同形式。棟上両端に千木・勝男木各2組を置く。

k 床組
【拝 殿】地盤はコンクリート叩き仕上げ。床板は梁間方向に張り,大引を桁行中央間柱筋に入れ,

根太は梁間方向 (2問 )を六ツ割とする。大引より下部の床束は,梁間中央の1本のみで,
束石上に建ち,この床束は床束下部に小梁を入れ足固めとし,床束をコンクリートに埋め

込んで建てる。更に両脇間は床板より床束下部に斜材 (筋違)を入れて補強している。

【幣 殿】拝殿接続部より本殿木階下部に6本の根太が梁間方向に入る。床束は床石上に建ち,上部
で床板を受けるが,床束のない (コ ンクリー ト埋め込み)も のが2本ある。また,木階下

部より2本 目は根太のみで床束はなく,束石が残り,3本 目の根太は床板より10cmほ ど下が
つた位置にあり,束下部を足固めで止めている。

【本 殿】床板は拝・幣殿と同様に梁間方向に張り,根太は桁行に柱際と柱真,その中間の5本で割
り付けられ,床束で受ける。拝殿と同様に桁行の床高中間に大引梁を入れ,大引下部も中

央に床束を建て,束石上に建つ。

1 天丼
本殿 (桁行9間割,梁間5間割)・ 幣殿 (桁行9間割,梁間12間割)・ 拝殿 (桁行12間割,梁間6間割)
ともに格天丼。

m 柱間装置
【拝 殿】正面中央間は両開き両折桟唐戸,正面両脇問,両側面及び背面両脇間は,横板張りの板壁

となる。幣殿と接続する背面中央間には開放。

【幣 殿】両側面は横板張りの板壁とするが,両側面中央間は腰高まで横板張りの板壁とし,その上
に連子窓を設ける。拝殿と接続する正面ならびに本殿と接続する背面には開放。

【本 殿】正面中央間は両開き両折桟唐戸,正面両脇間,両側面,背面ともに横板張りの板壁とする。
ただし,内部の正面両脇間,両側面,背面には縦板張りの板壁を張つて二重にしている。

② 主要寸法
表7 玉藻廟主要寸法表

区  分 摘   要
法寸

本 殿 幣 殿 拝 殿 合 計

的蜘］呻幹呻幹辮幹呻輯

桁行両端柱真々

梁間両端柱真々

側柱真より茅負外下角まで

向拝柱真より茅負外下角まで

柱礎石上端より茅負外下角まで

向拝礎石上端より茅負外下角まで

柱礎石上端より棟頂上まで

側柱真々内側面積

茅負外下角内側面積

茅負外下角内側面積

平葺面積

3,7331n

3.2271n

l,9211n

3.8711n

7.3441n

12.046rr

31.873コ置

3,7331n

4.0751n

l.6971n

4。 3401n

7.5951n

15。 212rド

5.162rだ

6。 76SIn

3.7331n

l.5151n

l.1941n

4.3401n

3.814m
7.910m

25.265至だ

41.978ポ

7.460だ

52.523コド

79.013だ

185。 311置

③ 創立
香川県高松市玉藻町にある玉藻廟は,高松城天守跡地に,第 11代松平頼聰公が松平家の鎮守の廟と

して藩祖松平頼重を祀つたもので,明治34年 (1901)4月 8日 起工,同年H月 19日 上棟,翌年3月 に完成
した。
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高松城は天正15年 (1587),生駒親正が豊臣秀吉から讃岐の藩主に封ぜられ,その居城として翌16

年築造に着手した城である。以降,島嶼部を除く香川県全域を占めていた讃岐の政治や経済
。交通・

文化などの中心となり,現在の高松市にまで発展の基となつた。
江戸幕府の大政奉還により,江戸から明治に移行。明治2年 (1869)6月 には,藩主松平頼聰が版籍

を奉還し,藩知事に任ぜられて引き続き藩政に当たつた。その後22年 (1889)5月 ,陸軍大臣秘書福

家安定より,高松城払い下げについて内部情報がもたらされ,翌 23年 (1890)2月 ,高松城は旧藩主

松平頼聰により払い下げられた。払い下げ後,城内に最初に建てられたのが玉藻廟であつた。

『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』によると,玉藻廟建設に際し,明治38年 (1900)H月 ,松平

家の家扶辻盛令が上京の際,頼聰より,松平家の菩提寺である仏生山来迎院法然寺の般若台にある藩

祖頼重像を天守台に祀るため,屋島神宮石の間造りに倣った建物を建設するよう指示している (註 1)。

そして辻が高松へ戻つた後の12月 13日 ,大工藤本松蔵にそのことを内密に伝えて屋島神社の間取りや

模様などを図面に表すよう指示し,翌 34年 (1901)1月 10日 ,松枝舎 (現側松平公益会の前身)関係

者が仏生山へ拝礼する時に藤本が同行して頼重像の寸法を調べたという。さらに,同月15日 に辻が造

営の絵図面を持って上京して頼聰へ渡し,在京中の2月 5日 に,藤本は中野武管とともに頼聰のもとヘ

行き,御廟建設やその位置などについて,次のとおり決定した。
・構造は屋島神社に倣い,造作方は東京邸宅の琴平官社殿に倣うが,彫刻類はなく簡素にする。
・社殿は南に面し,社殿の四方全てに人が通れるようにする。
・拝殿より本殿への渡りは屋島神社に倣い,階段は拝殿一段,本殿二段とする。
・千木・勝男木は取り付ける。

辻は帰郷の前日に当たる2月 7日 に造営発表の許可をもらい,10日松枝舎等に玉藻廟造営の発表を行

った。3月 7日 には各施工担当棟梁へ申しつけ,4月 より工事が始められた。

天守台上に社殿の配置を決定し,4月 9日 に那須善次郎が上京の際に起こし絵図を持ち帰つて頼聰に

確認した。4月 23日 に東京の家扶浅田数太からの伝言では,拝殿は必要なく石の間にて拝礼できるよ

うにしては,と のことであつた。そのため,幣殿を取設することを願い出るため,絵図面を持つて再

び伺ったところ,東京諸神社の類例調査を行つた後の7月 2日 にその許可を得た。

明治34年 (1901)6月 19日 に地鎮祭を執行,同月30日 に天守台の水盛を行い,11月 5日 に社殿の柱を

立て,同月19口 に上棟式を行った。明治35年 (1902)3月 に建物が完成し,4月 6日 ,祭神として法然

寺より頼重公尊像を遷座した。

註1 仏生山来迎院法然寺は高松市仏生山町に位置し,寛文10年 (1670)高松藩松平家の菩提寺と
して建立された。山頂には法然上人と松平家の墓所がある般若台がある。また,屋島神社は

高松市屋島中町に位置し,屋島東照官とも称する。祭神は徳川家康,相殿に松平頼重を祀る。

文化12年 (1815)社殿が完成したが,昭和48年 (1973)火 災により焼失。翌年新社殿が再建

された。
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第 5章 調査事項

第1節 調査の内容
① 実施工程表
表8 史跡高松城跡玉藻廟記録保存業務工程

朗 聞

区 分

10月 11月 12月
備  考

1適 2週 3週 4週 1週 2返 3週 4遇 1週 2週 3週 4通 1週 2週 3週 4週

着手打合せ及び事前協議 _|||
調査行程、調査内容等´合せ

Я
地
調
査
　
図
画
作
成

図画作成のための実測等
景境、存却 壁ξ 査

―

調
離一櫛

構造形式等建造物調査 _|_____J
時造形式、構成i

“

材調 :

写真撮影ほか →‖___甘__劇
解体前写真 詳細写真1

図画作成
平面・断面 立面各園及び詳細図桐我

報
告
書
作
成

史料調査 (沿革等調査 ) …
_寸____

建造物の沿革 一難
一
び :調査

報告書等取り纏め
卜文作成

成果品提出
成果品 (図画あびデー 提出)

② 写真撮影 (仕様)
玉藻廟解体前の姿を記録保存するため,現状の建物を大判カメラ (5× 7判)にて撮影した。また,
組物や建具などの細部写真については,3511mフ ィルムなどにて撮影した。

③ 実測の方法
。実測調査

調査対象となる建造物の,図面作成のため外観・軸部・小屋組・床組・屋根等の各部分について

詳細な実測を行うとともに,建造物の変遷について,各部に残る痕跡及び墨書等の調査も併せて実
施した。
・調査用部分解体

調査に必要な箇所の部分解体を行つた。解体箇所については,床板・天丼板及び屋根の一部につ
いて調査用解体を行つた。

④ 図面調整
図面は」v winC ADで製図し,A2判サイズで墨入れ仕上とした。製図した図面は,天守台配置図・
平面図・断面図 (桁行,梁間断面図)。 立面図とした。
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写真32 正側面拝殿・向拝を見る (南東より)

写真33 内部拝殿より幣殿・本殿を見る (南より)
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写真35 正側面拝殿 口向拝を見る

学

(南西より)
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写真36 東側面 (北東より)
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写真37 本殿東側面 (東より)
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写真39 本殿西側面 (西より)



写真40 拝殿西側面 (西より)

塑郷一

写真41 本殿・幣殿西側面 (西より)
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写真42 内部本殿より幣殿 日拝殿を見る (南より)

写真43 内部拝殿・幣殿 (南東より)
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写真44 全景東側面 (南東より)
玉藻廟が建てられる以前は,天守台に高松城天守
が建てられていたが,明治17年に老朽化に伴い解体
された。

写真46 全景正面 (南より)
建物の左右に石灯籠が各2基建てられていたが ,

解体前は各1基のみであつた。

写真49 外観正側面 (南西より)

写真45 全景東側面 (南東より)

写真47 全景背面 (北より)

写真48 全景背側面 (北東より)
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写真50 内部拝殿西側面 (東より)
拝殿南側に向拝を設け,北側が幣殿と接続する。
東西面は板壁で,正面寄りには蔀戸が設けられてい
た。

写真52 格天丼 (南西より)

写真51 内部拝殿正側面 (北東より)
各壁面には,補強材として筋違が設けられていた。

と             ァィ″″́
                 ~｀ ‐―、:こ  _

写真53 縁廻り拝殿正面側 (南西より)
拝殿には縁が四周 (幣殿との接続箇所は除く)に
あったが,高欄ならびに登り高欄は後補である。

写真54 縁廻り正面 (西より) 写真55 登り高欄詳細 (東より)
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写真56 高欄親柱詳細 (西より) 写真57 正面唐戸 (南より)

写真58 唐戸幣軸上金具詳細

写真60 軒廻り東側 (北東より)
軒は二軒繁垂木。

写真59 蔀戸正面西側 (南より)
蔀戸は拝殿の正面脇間ならびに東西面・正面寄り

の 4箇所に設けられていた。

写真61 組物詳細
木鼻などには彫刻や装飾がなく,簡素な造りであ
る。拝殿の組物は平三斗組で,実肘木にて丸桁を受
ける。

-40-



写真62 拝殿銅板屋根東側 (本殿 (北)よ り) 写真63 拝殿銅板屋根西側 (本殿 (北)よ り)

写真64 拝殿鬼瓦 (西側 ) 写真65 千鳥破風ならびに向唐破風 (南東より)

写真67 千鳥破風棟詳細 (北より)千鳥破風鬼瓦 (南より)
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写真68 千鳥破風妻飾り詳細 (南より)
妻部には,蕪懸魚が取り付く。

写真69 千鳥破風妻部組物詳細 (東側 )

写真71 向唐破風軒付詳細 (南東より)
軒付は銅板包み。

写真70 向唐破風
拝殿前に向拝を,

(南より)

屋根には向唐破風を設けていた。

写真72 向拝軒廻り詳細 (南東より)       写真 73 向拝墓股 (虹梁間)
虹梁上に大瓶東・大斗を置き,実肘木にて棟木を  向拝虹梁間には,三持ち合い一重亀甲文様を置く
受ける。                     が, この文様は二つ葉葵文様を簡略化したものとも

考えられる。

ノ/か ＼`く

な要
IQI聡:
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写真74 向拝組物西側 (南東より)
向拝組物は,柱上に大斗を置いて外側に連三斗 ,

内側に出三斗を設けた,二組の組物を繋いだ構えと
なる。

写真75 向拝菖蒲桁茨垂木との取合詳細 (東より)

写真76 向拝組物西側詳細 (北西より) 写真77 向拝手狭西側 (東より)

写真78 向拝懸魚 (南より)
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写真79 内部幣殿 (拝殿 (南)よ り) 写真80 内部幣殿東側 (拝殿 (南西)よ り)

写真81 内部幣殿西側 (拝殿 (南東)よ り) 写真82 内部幣殿東側 (前室 (北西)よ り)

写真83 内部幣殿西側 (前室 (北東)よ り) 写真34 格天丼 (南より)
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写真85 連子窓 (西側 )
連子窓の内側には,かつて障子またはガラス戸が
取り付けられていた可能性が高い。

写真86 軒廻り詳細 (東側 )
幣殿の組物は、拝殿と同様,柱頂部に平三斗組を
置き,実肘木にて丸桁を受けていた。

写真88 幣殿屋根銅板 (本殿 (北東)よ り)写真87 軒廻り見上げ (東側 )

写真89 軒付取合い部詳細 (南西より)
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写真90 内部前室 日本殿 (幣殿 (南)よ り)
本殿正面側には前室が設けられている。痕跡なら
びに史料調査により,創建当時は現在位置より約20
cmJとにあったことが判明した。

写真92 内部前室東側 (西より)
前室本殿寄りには,かつて本殿外濡縁への出入口
があり,鏡戸が取り付けられていた。

写真91 内部前室・本殿 (幣殿 (南)よ り)
本殿正面唐戸を開放した状態。

Ⅲ ■ Ⅲ Iイ  ||‐  |  ||―  |'|・
―

写真95 内部本殿背側面 (南西より)

写真93 内部前室西側 (東より)

写真94 内部本殿背側面 (南東より)
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殿

写真96 前室登り高欄ならびに木階
創建当時の木階は5級であつたが ,

の上に3級の木階が新設されていた。

(南西より)

解体前には,そ

写真99 濡縁ならびに高欄 (東より)
本殿外側には,創建当時は濡縁ならびに高欄が四
周 (正面は除く)廻 つていたが,現在高欄は東西面
のみであつた。

写真100 脇障子 (西側)詳細 (南西より)
創建当時,脇障子には松皮菱組子板が入つていた。

写真97 登り高欄親柱 (西側)詳細

写真98 正面唐戸 (南より)

写真101 高欄親柱 (西側)詳細 (西より)
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才 と.
写真102 軒廻り (東側)詳細 写真103 組物 (背面)詳細 (北東より)

両側面と背画の柱頂部に二手先組を置く。

写真107 千木・勝男木 (西側 )
本殿大棟には千木・勝男木がのり,千木は上部を
水平としていた。
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(南東より)

写真104 幣殿・本殿の屋根銅版 (拝殿 (南)よ り) 写真105 本殿の屋根銅版 (拝殿 (南西)よ り)
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写真106 鬼板 (東側 )



玉藻廟周辺

写真108 鞘橋 (北より)
天守台にある玉藻廟へは,鞘橋を渡つて行く。こ
の鞘橋も,玉藻廟と同じ頃に建設されたと言われて
いる。

写真109 石段ならびに狛犬 (東より)
鞘橋を渡ると石段が設けられている。石段上には

狛犬がある (昭和16年の銘あり)。

写真110 手水鉢 (南西より)
手水鉢は史料により,玉藻廟と同じ頃に作製され
た。

写真111 石鳥居ならびに石灯籠 (西より)
石鳥居は玉藻廟竣工時に,松平氏一族より奉納さ
れた。

写真112 石灯籠⑤～③
石鳥居の両脇にある石灯籠。

写真113 石灯籠③ B④

この石灯籠は,玉藻廟竣工時に
第百十四銀行より奉納された。
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玉藻廟周辺
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写真114 石階段 (北東より)
天守台へ登る石階段が,天守台の西側に設けられ
ていた。

写真115 地盤ならびに木柵 (東側 )
建物周囲はコンクリー トにて舗装され,周囲に木
柵を廻らせていた。

写真116 石灯籠① (
東西両石灯籠には 明治二十七年八月一日

写真117 石灯籠② (西側)
従五位積壽」の陰刻があつた。

東

印

写真118 水盤 (東より)
幣殿東側には水盤が設けられていた。
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建物周囲の景観

写真120 正面より見た風景 (東側 )
東側には艮櫓が見える。
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写真123 東側より見た風景 (北側 )
北東側には披雲閣が見える。

写真119 正面より見た風景 (中央)

写真121 正面より見た風景 (西側 ) 写真122 東側より見た風景 (中央 )

写真124 東側より見た風景 (南側 )
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建物周囲の景観

写真125 背面側より見た風景 (中央)
正面には高松港が見える。

写真126 背面側より見た風景 (西側 )
西側には鞘橋が見える。

写真128 西側より見た風景 (中央)
天守台西側には石段が設けられている。

写真127 背面側より見た風景 (東側 )
東側には月見櫓が見える。

写真129 西側より見た風景 (南側 ) 写真130 西側より見た風景 (北側 )
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各 部 材

写真131 蕪懸魚

写真133 唐破風内の彫物

写真132 虹梁間墓股

写真134 唐戸幣軸上金具
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写真135 拝殿扉乳金物



第 2節 創建時の技法について

① 平面計画
今回の社殿調査として,解体前に平面 。軸部等解体中に屋根・小屋組等の実測を行った。建物の実
測調査はその都度詳細に行つて調書を作成した。調査の結果,経年による破損や,風雨による被害は
各部に影響を及ばし社殿は全体に北側へ傾斜し,特に,拝殿の傾斜が大きかったことが判明した。ま
た,各部材とも東および南側が風化し,妻飾り懸魚,縁廻り材,脇障子など,欠失した箇所が多く,
建物の傾斜に伴って部材接続部,軸部・縁廻りに弛緩が生じていた。
今回の実測調査では,建物の建設時が明治であつたこと,社殿建築であったことを考慮し,尺 とメ
ー トルによる実沢1を行って誤差を最小限に止めるよう実施した。

O 平面計画
社殿は拝殿・幣殿・本殿からなる権現造である。

拝殿は,桁行3間梁間2間で,正面中央間に向拝がつき,背面中央間を除く四方に木口縁が廻り,
正面向拝部に木階が取り付けられていた。

幣殿は桁行2間で,拝殿中央間と本殿を繋ぐ位置に設けられ,背面側に木階が取り付く。
本殿は桁行3間 ,梁間2間 ,四方に切目縁を廻し,正面向拝1間分に前室を設け,幣殿の木階に
接続していた。

拝殿桁行全長は58枝で,中央間28枝,両脇間各15枝 ,梁間は2間 とも16枝 ,全長32枝で割 り付
けられている。桁行全長が,実測値では22.3～22.4尺であつた。これを枝割寸法で割り付けると
1枝 3.84寸～3.86寸≒3.85寸に割り付けられ,桁行全長が22.33尺 となる。また,梁間全長は,実
測値では12.3尺で,これも枝害1寸法で割り付けると,3.84≒ 3.85寸 となり,梁間寸法とほば合致
する。結果,拝殿各間は桁行が中央問10。 78尺 ,脇間2間は5.775尺,全長22.33尺。梁間2間は
6.16尺,全長12.32尺 となる。背面中央間を除く三方に出3.1尺の縁が設けられ,正面向拝の出は
7.0尺であつた。

幣殿は拝殿背面と本殿間に設けられ,拝殿 。本殿とは建物構造から桁行,梁間方向が逆となる
ため,梁間が全長12.32尺 (16枝×2間)と なり,拝殿梁間と同寸となる。また,桁行は3間で,
本殿寄り1間は,本殿向拝部となり本殿の前室となるが,全長で16.4尺,前端間及び中央間は,
1間 =14枝 (5.4尺)と なり,後端間は14.5枝 (5。 6尺)と なり,枝割寸法は3.86寸≒3.85寸 と拝
殿枝割 りとほぼ近い数値が得られた。

本殿は桁行12.32尺で,拝殿梁間及び幣殿梁間と同寸となり,枝割は32枝で (1枝 =3.85寸)割
り付けられる。また,梁間は全長7.7尺で20枝 (1枝 =3.85寸)の平面で,四周に2.95尺出した縁
を廻している。向拝の出は前記した幣殿後端間で5,6尺 (14.5枝 )と し,本殿の前室としている。
更に,木階5級を幣殿背面部に突出させている。
これらの平面計画寸法と実測値とには若干の相違が見られるが,加工時の誤差や経年劣化によ
る変化によると考えられる。但し,前述したように,柱間が完数値ではないこと1枝寸法及び枝
割に関しても絶対的要素が少ないが,許容出来る数値として判断したい。
6枝掛巻斗間の寸法は全長2.20尺 (大斗真より1.1尺 )で ,こ の巻斗上に各2本の垂木が割付け
されている。実測値では巻斗長5.6寸,垂木幅1.7寸で,1枝は数値上では3.9寸 となり,次の巻斗
間の1枝は3.88寸前後となる。また,垂木幅も1,7寸弱が多く,1枝数値が若干大きくなっている。
以上より,垂木間隔,巻斗全長,斗組の大きさは正確に割付けされていなく,部材寸法や加工
はその精度の許容範囲内の施工と推測できる。

今回の調査では,軸部解体時の実測が不可能であったため,確認できた部分の資料でのみ記載
した。

○ 枝害1について
各実測値は表9に示したとおりであるが,実測値に完数値が表れなかった。拝殿梁間では,柱
間で最小実測値6.H尺,最大実測値6.19尺,平均値6.15尺,各間は16枝割で,1枝3.844寸 となっ
た。本殿では,両側面で最小値3.818尺 ,最大値3.835尺 ,平均値3.828尺 で,1枝3.828寸。背面
では2間で6.145尺 ,6.158尺 ,平均値6.151尺で,1枝 3.844寸 となり,3.84～ 3.85尺間の数値が得
られた。従つて,こ の箇所の寸法は実測値から1枝 3.85寸 と推測することができる。
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幣殿の梁間寸法と本殿桁行2間は社殿の形式上,同数値と考えられるが,実沢1値では,拝殿・

幣殿接続都が12.280尺,各間32枝割で平均3.837寸/枝 となり,1枝の最小値を示した。最大値は

幣殿中央部 (12.335尺 )・ 本殿向拝柱部 (12.335尺 )・ 本殿縁柱部 (12.335尺)で平均が3.854

寸/枝であつた。本殿背面は12.303尺で平均3.844寸/枝であったので,1枝平均は3.848寸 とな
り,前記と同様の寸法が得られた。
拝殿斗棋は三ツ斗組形式で,垂木は6枝掛に納められていたが,正確な寸法では納められてい

なかつた。

O 計画寸法の推定
実測値を基本にして計画寸法を推定し,整理すると,本殿梁間全長12.32尺で,幣殿梁間全長
寸法及び拝殿両側の梁間全長と同寸となった。また,拝殿桁行はこれに両脇間約10尺を加えた
22.33尺 の全長となり,関連性が伺えた。これに対し,幣殿の桁行 (2間分)は各間5.4尺で,こ
の部分のみ1枝寸法が相違しているが,接続部 (本殿前室)の向拝の出は5。 6尺で拝殿・本殿ほか,

どの間とも合致しない。拝殿向拝の出については,実測値では7尺 となるが,これは向拝の出を
7尺 という完数で決定しておき,完数である7尺から,拝殿縁の出3.1尺 (1枝に換算すると,縁の

出8枝 =1枝3.875寸)と拝殿縁から向拝柱までの寸法を求めたものである。
さらに,前記してきた柱間寸法については,垂木枝割りの数値を基準として各社殿の柱間数値
を求めたものであるが,あ らかじめ,建物の規模等を考慮して,各社殿の総柱間数値を各柱間枝

割りの近似値から完数に近い数値としてとして決めておき,社殿各間及び垂木枝数を枝数に応じ

て割り振つた可能性もある。

まず,拝殿の桁行全長を22.3尺 ,梁間全長を桁行総間より10尺縮めた12.3尺に決め,枝数と総
関数値から割り出した1枝 =0.385寸×58枝 ,総間22.33尺 の数値から22.3尺を決定し,各間につ

いてはそれぞれ枝数に応じて割り振つた結果,各間の枝割に若干の濁りが出たものと推察される。

各所の推定寸法は以下の通りである。

表9 各所推定寸法値表
場  所 推定寸法 枝 数 一枝寸法

本殿梁間全長 7.70尺 20ん定 3.850氏十

拝殿梁間全長 12.30ゲミ 32ん克 3.843寸

幣殿梁間全長 12.30)R 32ん支 3.843寸

本殿桁行全長 12.30尺 32ん支 3.843下十

拝殿桁行全長 22.30ナ磁 58ん支 3.844下|

幣殿桁行全長 16.40)R

拝殿向拝の出 7.00ゲミ

本殿向拝 (前室)の出 5.60)民 14.5枝 3.862二十

以上より,枝割寸法,柱間寸法,総割寸法とも実測値及び推定寸法と,本殿梁間及び前室の出
を除いて合致していないことが分かった。
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第14図 各柱間実測数値
凡  例
( )内の数字は縁上で実測
|  |の数字は組物 (肘木幅真)で実測
ゴシックの数字は床上で実測

l   z栖    |
(22398)
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② 創建当時の平面構成
香川県立ミュージアムには玉藻廟建設経緯が記されている『玉藻御廟御造営御遷座御祭典記事』 (以
下『造営記事』とする),な らびに玉藻廟建築材料が記載されている『玉藻廟御宮設計書』 (以下
『設計書』とする)が所蔵されている (別掲参照)。 この2点の古文書と,絵はがきなどの資料,建
造物に残る痕跡調査により,解体前の玉藻廟は創建当時より若干の改造を行っていたことが判明した。
主な改造箇所は幣殿 。本殿縁廻りで,間取りは創建当時より変更はなかった。なお,小屋組番付
(詳細は③番付 (小屋組)を参照)な らびに『造営記事』を見ると,創建当時は幣殿を石の間とし,
建物の構造は香川県高松市にある屋島神社に倣つた。屋島神社は高松藩主第8代松平頼儀が社殿の造

営を命じ,文化12年 (1815)完成。明治15年 (1882)藩祖松平頼重を合祀したが,昭和48年 (1973)
本殿や拝殿などを焼失,翌年に再建された。そのため,当時の様子をうかがい知ることができなかっ
たが,本殿・拝殿間は石の間としていたと考えられる。玉藻廟については,前述の資料と痕跡により,
玉藻廟の創建の際には,構造も石の間とする計画を立てていたが,建設中に計画変更を行い,解体前
のとおり,幣殿にも床板を張ったと考えられる。

[創建時と現状建物の比較]

(1)背面高欄 (写真 136・ 137)

玉藻廟が掲載されている絵葉書により,

創建当時は背面にも高欄が設けられてい

たことが判明した。

(2)本殿脇障子 (写真 138・ 139)

脇障子に松皮菱組子板が入り,背面ヘ
の出入日となっていた可能性があること

が,『設計書』より判明した。
(3)本殿内部壁板 (写真 140・ 141)

腰貫から頭貫下端間に壁板を張ってい

た可能性があることが,痕跡により判明
した。ただし,側面柱は見えるが,背面
は柱面にも板張りとしていた。

(4)本殿濡縁境出入日 (写真 142・ 143)

創建当時は鏡戸を建て込み,濡縁への
出入日としていたことが,『設計書』な
らびに痕跡により判明した。

(5)前室高欄位置 (写真 144。 145)

前室縁板は,解体前よりも約20cm短 く,
高欄の位置も前室正面両隅柱位置にあっ

たことが,『設計書』ならびに痕跡によ
り判明した。

(6)掛戸 (写真146)

幣殿連子窓の外側には掛戸があつたこ

とが,『設計書』ならびに痕跡により判
明した。

(7)引違い障子窓 (写真 147)

幣殿連子窓の内側には引違い障子窓

(2本)が入つていたことが,『設計書』
ならびに痕跡により判明した。

第15図 創建時推定略平面図

木階

解体前の本階は,5級上に3級の木階を被せていたが,創建当時は5級の木階であったことが『設
計書』により判明した。

拝殿正面高欄ならびに向拝登り高欄 (写真148)

解体前は,拝殿濡縁正面の脇間に高欄を設け,向拝木階端には登り高欄を設けていたが,創建当
時はそれらがなかったことが,『造営記事』ならびに『設計書』より判明した。

(8)

(9)
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写真136 玉藻廟絵はがき (香川県立ミュージアム蔵 )
玉藻廟背面側に高欄が廻らされている。

写真140 本殿内部壁板 (胴縁痕跡)①
現状壁板及び胴縁の取付跡のほかに,

写真138 本殿脇障子 (西側)①         写真139 本殿脇障子 (西側)②
脇障子親柱に猿栓穴が残り,本殿背面隅柱に蝶番痕跡が残る。

写真141 本殿内部壁板 (胴縁痕跡)②
旧壁板取付痕跡が残る。

写真137 玉藻廟絵はがき (拡大 )

-58-



第16図  鏡戸 (推定復元図)
写真142 前室 日本殿濡縁境

出入口①
猿栓及び蝶番痕跡が残る。

写真146 掛戸
幣殿連子窓上部に残る掛戸金具

写真147 弓1違い障子窓
解体中に発見した連子窓内側障子

写真143 前室・本殿濡縁境
出入口②

第17図 掛戸 (推定復元図)

rr予 ´

~~||  ||  
‐   ,・ i

写真148 拝殿正面姿図 (『造営記事』 (香川県立ミュー
ジアム蔵)に記載されている玉藻廟立面図)

創建時の玉藻廟の立面図では,拝殿正面に高欄が描か
れていない。
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写真144 前室高欄位置①
現状高欄の脇柱に旧高欄が取り付いた痕跡が残る。

写真145 前室高欄位置②

(ガラス戸)



③ 番付 (小屋組 )
今回の調査により小屋組より多数の番付墨書が発見された。

桁行方向 (南北方向)の番付は,拝殿と幣殿 。本殿に分けられ,拝殿は右隅を基準に,幣殿・本殿
は軒先を基準に各々「―,二,三…」の漢数字で番付されていた。一方,梁間方向 (東西方向)の番
付は,拝殿より本殿まで一連の番付が付され,「イ,口 ,ハ…」で番付されていた。したがって,小
屋組番付は,漢数字と「イロハ」文字からなる組合せ番付であることが判明した。
拝殿 。本殿の妻部分に「東かわ」「西かわ」,各部位の鼻母屋等に「西南」 「南」 「西」 「東」の
方位番付が見られ,隅木・敷梁には陸水上り寸法が記されていた。
通り番付としては,拝殿母屋に「に通」,隅木に「棟通り」などの番付が確認できた。
各部位の番付には拝殿 「御拝殿」,幣殿 「石ノ間」,本殿 「御本社」と記されていたので,設計当
初は幣殿を「石の間」,本殿を「本社」と名付けられていたことが分かつた。
番付は,母屋材 。土居桁などは上端に記され,棟束・母屋束などには南面に記されていた。
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第18図  創建時小屋組推定番付
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小屋組構成部材に残存する墨書 []は判読できなかつた箇所

写真150 拝殿②鼻母屋
「御拝殿」

写真149 拝殿①鼻母屋
「御拝殿野桁西北」

写真151 拝殿③鼻母屋
「西北弐」

３
‥
‐５
御

盲
本
Ｆ
写

写真152 拝殿④鼻母屋
「御拝[]西側中」

写真154 拝殿⑥鼻母屋
「御[]殿野桁西南」②

写真156 拝殿③妻板
「西かわ一 西かわ二 西かわ三」
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写真155 拝殿⑦桔木
「拝殿羽木西側 西ノ三」


